
 

令和７年（2025 年）度特別展「山陽新幹線 50 年展」開催要項 
 

 

１ 趣 旨 

山陽新幹線が 1975（昭和 50）年 3 月 10 日に新大阪―博多間で全線開通し、2025 年

は 50 年を迎えます。O系新幹線から始まり、世界初の 300km/h で営業運転をした 500 系

新幹線など、特長ある車両が多くの人を運んできました。全線開通から半世紀を迎え、

山陽新幹線の歴史と新幹線の特長をゆかりの資料でたどる展覧会を開催します。また、

新幹線の製造にも深くかかわっている県内企業などの紹介もします。新幹線の実物資料の

展示や体験コーナーなど子どもから大人まで楽しめる内容となります。 

 

２ タイトル  山陽新幹線全線開業 50 周年記念「山陽新幹線 50 年展」 

 

３ 会 期  令和７年（2025 年）7月 18 日（金）～8月 31 日（日） 36 日間 

（休館日 月・火曜日（祝日、8月 12 日（火）は開館）） 

 

４ 会 場  山口県立山口博物館３階会場（山口市春日町８―２） 

 

５ 入館料  一般 1,000 円、学生・シニア（70歳以上の方）650 円 

        有料入館者 20名以上の団体 （一般 800 円、学生・シニア 500 円） 

18 才以下の方及び高等学校、中等教育学校、特別支援学校等

に在学する生徒は無料 

 

６ 主 催 

山口県、山口県教育委員会、「山陽新幹線 50年展」実行委員会（山口県立山口博物館、

公益財団法人山口県ひとづくり財団、公益財団法人やまぐち産業振興財団、地方独立行

政法人山口県産業技術センター、一般社団法人山口県観光連盟、  tys テレビ山口、

山口新聞社） 

 

７ 共催等 

【共  催】京都鉄道博物館 

【特別協力】西日本旅客鉄道株式会社 

【後  援】NHK 山口放送局、エフエム山口、山口ケーブルビジョン、朝日新聞社、 

毎日新聞社、読売新聞西部本社、中国新聞防長本社、宇部日報社 

 



 
８ 展示内容 

１ 新幹線、伸びる！ －山陽新幹線の誕生－ 

（１）新幹線、西へ 

敷設工事から開業、現在のあゆみを物語る資   

料を一挙公開！ 1964(昭和 39)年 10 月１日、 

東海道新幹線が開業し、1972(昭和 47)年３月 

15 日に山陽新幹線が新大阪―岡山間で開業しま   

した。「夢の超特急」とよばれた新幹線のはじま 

りを時代背景とともに紹介します。 

（２）関門海峡を越えた新幹線 

ポスター、記念品、記念切符を一挙公開！ 山陽新幹線は、1975(昭和 50)年

３月 10 日に博多まで延伸され、新大阪―博多間が開通しました。山陽新幹線全

線開通までのドラマをゆかりの資料で紹介します。 

２ 新幹線、走る！ －山陽新幹線を彩った車両たち－ 

500 系新幹線誕生に向けた試験車両 WIN350（500 系 900 番台）の資料、初公開！ 

山陽新幹線は、初代０系新幹線電車から N700 系新幹線電車まで、技術の発展ととも

に進化してきました。新幹線電車の特長を６つのコーナーに分けて、様々な資料で紹介

します。 

（１）夢の超特急―0 系 

（２）２階建てでより早く快適に―100 系 

（３）「のぞみ」登場！―300 系 

（４）初の 300km/h 運転―500 系 

（５）快適な車内―700 系 7000 番台「ひかりレールスター」 

（６）新幹線、九州へ 

３ 新幹線、楽しむ！ －お楽しみの回想録－ 

鉄道を利用した遠距離旅行は、特急から新幹線へと変わっていきました。これに伴い、

人々の旅行の形も変化していきました。こちらのコーナーでは山陽新幹線における楽

しみを紹介します。 

  （１）車内販売 （２）食 

４ 新幹線とやまぐち！ －新幹線の製造にかかわっている県内企業の紹介－ 

  新幹線の製造にかかわっている県内企業などを紹介します。 

５ 新幹線を体験しよう！ 

   新幹線ジオラマ操作体験（有料）やイマーシブムービーで運転席からの運転士気分を

味わおう！ ミニ新幹線乗車体験（有料）やパーサー等の「おしごと体験会」も実施し

ます。 

 

「山陽新幹線新関門トンネ
ル 貫通石」1973(昭和 48)年 
 

０系新幹線電車前頭部カバー 
「新幹線記念号」新幹線 15 周
年記念 1979(昭和 54)年 



 
９ 総出品予定数 

約１５０点（予定） 

 

１０ 特別展開催記念出版物 

    京都鉄道博物館編集  A4 80 頁    頒価： １５００円 

 

１１ 広報・イベント等 

【ポスター・チラシ】 

掲出場所 県及び県教育委員会関係機関 

県内市町および市町教育委員会関係機関（小学校・中学校） 

道の駅、県外博物館等 

【マスメディア】   

地元テレビ局及び地元新聞社とのタイアップによる宣伝、広報、番組制作 

ケーブルテレビでの宣伝広報、フリーペーパーなどへ記事掲載協力依頼 

【博物館だより】（県内全小・中学校、特別支援学校等にメール配信） 

【SNS による発信】 インフルエンサー等の活用 

【ミュージアムリレー】 

    新幹線に関する展示を行う県内の博物館・園をめぐり、スタンプ  

    を集めてプレゼント  

【イベントの開催】 

   駅員、車掌・運転士、パーサー、保線作業などに従事している方を講師に迎

え、おしごと体験会や記念撮影を実施。 

 


